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　先
生
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
二
十
五
年
と
い
う
時
間
が
過
ぎ
た
と
い
う
こ
と
、
何
か
不
思
議
な
気
が
し
ま
す
。
先
生
の
お
姿
を
想
い

起
こ
せ
ば
、
た
だ
た
だ
懐
か
し
く
、
そ
の
思
索
の
鋭
さ
と
ご
指
導
の
優
し
さ
に
触
れ
て
、
い
つ
も
限
り
な
い
感
銘
と
感
謝
を
覚
え
る
ば
か

り
で
す
。

　
今日
は
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
で
き
れ
ば
二
つ
の
こ
と
を
試
み
た
い
。
一
つ
は
、
先
生
の
い
わ
ば
前
期
の
「
宗
教
哲
学
」
の
立
場

の

根抵
を
考
察
し
た
い
。
つ
ま
り
御
本
『
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
』
（
一
九
六
七
年
）
、
五
十
年
前
に
私
は
こ
の
本
を
大
学
入
学
の
初
め
て
の
奨
学
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↓

金
で買
っ
た
よ
う
で
す
が
、
こ
の
本
や
主
著
『
神
学
と
宗
教
哲
学
と
の
間
』
に
お
け
る
「
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
宗
教
哲
学
」
に
つ
い
て
、
特

に
先
生
が
極
め
て
重
視
さ
れ
た
「
宗
教
性
A
」
と
「
宗
教
性
B
」
の
関
係
と
そ
の
源
泉
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
も
う
一
つ
は
、
先
生

の

後期
の
御
本
『
宗
教
哲
学
の
新
し
い
可
能
性
』
（
一
九
七
四
年
）
以
後
に
、
ど
の
よ
う
な
「
新
し
い
」
展
開
が
あ
っ
た
の
か
を
、
少
し
で

も
学
び
直
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　先
生
の
思
索
に
は
、
そ
の
鋭
さ
と
優
し
さ
、
即
ち
、
何
か
問
題
を
限
り
な
く
問
い
究
め
よ
う
と
す
る
「
上
昇
」
の
探
求
性
と
、
阿
時
に
、

そ
の
問
い
を
現
実
や
世
界
へ
と
広
げ
人
間
（
当
事
者
）
を
限
り
な
く
包
む
よ
う
な
「
下
降
」
の
表
現
性
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
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一
八

し
ょ
う
か
。
「
上
昇
」
（
O
口
9
び
㊤
け
凶
ω
O
げ
）
と
「
下
降
」
（
冨
富
び
僧
瓜
ω
o
げ
）
と
い
う
言
葉
は
、
先
生
の
主
著
『
神
学
と
宗
教
哲
学
と
の
間
』
の
第

五
章

「信
仰と
神
秘
主
義
」
（
四
一
八
頁
以
下
）
に
も
散
見
で
き
ま
す
が
、
日
本
語
と
し
て
は
、
「
向
上
」
と
「
向
下
」
と
か
、
或
い
は
仏

教的
に
「
往
相
」
と
「
還
相
」
と
言
う
ほ
う
が
分
か
り
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
今
回
の
「
宗
教
性
A
」
と
「
宗
教
性
B
」
と
の

関
係
を
論
究
す
る
場
合
で
は
、
重
要
な
仮
名
著
者
二
人
、
『
哲
学
的
断
片
』
（
一
八
四
四
年
）
の
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
ク
リ
マ
ク
ス
と
『
死
に
至

る
病
』
（
一
八
四
九
年
）
の
ア
ン
テ
ィ
随
ク
リ
マ
ク
ス
と
の
対
立
関
係
を
踏
ま
え
て
、
「
ク
リ
マ
ク
ス
」
が
「
上
昇
す
る
梯
子
」
と
い
う
意

味
で
あ
る
こ
と
を
今
一
度
思
い
出
す
こ
と
が
、
先
生
の
思
索
動
向
の
理
解
に
は
ふ
さ
わ
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
二
人
を
「
A
と
B
」
、

ま
た
「
哲
学
と
宗
教
」
と
見
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。

　
では
、
先
生
の
主
要
関
心
の
「
宗
教
性
A
と
宗
教
性
B
」
と
は
、
ど
う
い
う
問
題
で
あ
る
の
か
を
、
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
哲
学
の
内
部

ま
で
戻
っ
て
、
簡
単
に
見
て
み
た
い
。
ま
た
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
哲
学
に
つ
い
て
、
先
生
か
ら
学
ん
だ
こ
と
も
含
め
て
、
私
自
身
の
理
解

を
も
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
、
宗
教
性
A
と
宗
教
性
B
の
関
係
の
源
泉
ー
「
実
存
伝
達
」
1

　キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
死
後
に
出
版
さ
れ
た
『
わ
が
著
作
活
動
の
視
点
』
（
一
入
五
九
年
）
に
よ
れ
ば
、
「
私
の
著
作
活
動
全
体
の
根
本
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

想は
、
い
か
に
し
て
キ
リ
ス
ト
者
と
な
る
か
、
と
い
う
単
純
な
一
事
に
尽
き
る
」
と
告
白
さ
れ
、
誰
も
が
既
に
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
る
と
錯

覚
し
た
キ
リ
ス
ト
教
界
に
、
真
の
キ
リ
ス
ト
教
を
再
び
導
入
す
る
と
い
う
特
異
な
課
題
が
出
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
当
時
の
デ
ン

マー
ク
の
特
殊
な
問
題
で
は
な
く
、
翻
っ
て
解
釈
す
れ
ば
、
誰
も
が
既
に
「
自
己
」
で
あ
る
と
錯
覚
し
た
近
代
世
界
の
「
意
識
的
自
己
」



（1
1
主
観
性
）
の
立
場
に
対
し
て
、
「
い
か
に
し
て
自
己
と
な
る
か
」
と
い
う
自
己
成
立
の
根
源
を
問
い
直
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
自

己
」
に
こ
そ
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
実
存
思
想
・
実
存
表
現
の
核
心
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
か
の
実
存
の
三
段
階
論
（
美
的
・
倫
理
的
・
宗

教的
）
も
、
こ
の
『
視
点
』
か
ら
見
直
す
と
、
著
作
活
動
の
三
つ
の
部
門
、
（
『
あ
れ
か
こ
れ
か
』
『
畏
れ
と
戦
き
』
『
反
復
』
な
ど
の
）
美

的
な
第
一
部
門
、
そ
し
て
第
二
部
門
は
、
ま
さ
に
「
宗
教
性
A
・
B
」
が
究
明
さ
れ
る
『
哲
学
的
断
片
へ
の
結
び
と
し
て
の
非
学
問
的
後

書
』
（
一
八
四
六
年
）
で
あ
り
、
こ
れ
が
「
転
回
点
」
と
な
り
、
「
美
的
な
も
の
」
か
ら
と
「
体
系
・
思
弁
」
か
ら
の
二
重
の
離
脱
転
回
を

経
て
、
第
三
部
門
と
し
て
、
今
度
は
逆
方
向
か
ら
、
不
可
能
な
程
高
め
ら
れ
た
「
真
の
キ
リ
ス
ト
教
の
立
場
」
が
、
仮
名
ア
ン
テ
ィ
n
ク

リ
マ
ク
ス
（
下
降
す
る
梯
子
の
意
）
に
よ
る
『
死
に
至
る
病
』
に
お
い
て
打
ち
出
さ
れ
る
の
で
す
。

　こ
の
よ
う
に
、
か
の
「
問
題
」
（
1
1
い
か
に
自
己
と
な
る
か
）
に
着
眼
し
て
み
ま
す
と
、
そ
こ
に
は
、
思
想
の
基
本
構
造
と
し
て
、
或
る

不
思
議な
二
重
性
、
即
ち
、
実
存
の
二
重
運
動
、
超
越
と
内
在
と
の
相
即
関
係
、
ま
さ
に
二
重
の
宗
教
性
（
A
と
B
）
、
二
重
の
自
己
関
係

な
ど
、
不
思
議
な
二
重
性
が
看
取
さ
れ
ま
す
。

　
例え
ば
、
「
お
そ
れ
お
の
の
き
つ
つ
自
分
の
救
い
を
達
成
す
る
よ
う
に
努
め
な
さ
い
」
と
い
う
聖
句
（
ピ
リ
ピ
ニ
ニ
ニ
）
に
由
来
す
る

『畏
れと
戦
き
』
で
は
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
よ
る
息
子
イ
サ
ク
の
供
犠
を
主
題
と
し
て
、
倫
理
性
を
目
的
論
的
に
停
止
・
突
破
す
る
人
間
行
為

の

超
越的
次
元
が
畏
怖
（
乞
q
邑
ロ
o
ω
Φ
）
の
深
淵
と
し
て
提
出
さ
れ
ま
す
。
「
信
仰
」
と
は
、
一
切
の
人
聞
的
願
い
を
捨
て
切
っ
た
「
諦
念
」

（
幻
Φ
の
同
ひ
q
奉
口
o
口
）
と
し
て
の
「
無
限
性
の
運
動
」
を
尽
く
し
果
た
し
た
後
の
、
逆
説
的
な
「
反
復
」
（
婁
δ
像
Φ
昏
o
冨
口
o
q
）
と
し
て
の
「
有
限

性
の
運
動
」
に
他
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
の
二
重
運
動
が
実
存
の
具
体
性
を
な
す
わ
け
で
す
。
こ
の
「
有
限
性
」
モ
チ
ー
フ
に
は
、

ベ
ルリ
ン
で
触
れ
た
シ
ェ
リ
ン
グ
講
義
（
「
積
極
哲
学
」
）
の
反
映
が
あ
り
、
観
念
論
的
な
無
限
性
か
ら
実
存
的
な
有
限
性
へ
と
思
索
の
重

心
が
転
換し
た
点
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
哲
学
史
上
の
重
大
な
転
回
も
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。
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二
〇

　
二
重
の

宗
教
性

（
AとB
）
は
、
≧
㎡
o
日
o
ぎ
①
ω
（
一
般
・
普
遍
）
の
A
、
切
Φ
ω
8
α
Φ
お
゜
・
（
特
殊
・
特
別
）
の
B
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
が
、
本
当
の
由
来
・
源
泉
は
『
哲
学
的
断
片
』
第
一
章
の
「
思
想
計
画
」
の
「
A
と
B
」
に
あ
る
の
で
す
。
即
ち
、
か
の
「
問
題
」

（“
い
か
に
自
己
と
な
る
か
）
が
、
哲
学
的
に
、
し
か
も
「
思
考
の
実
験
」
の
ス
タ
イ
ル
で
論
究
さ
れ
た
著
作
こ
そ
、
『
哲
学
的
断
片
』
と

そ

の

『後書
』
で
す
。
そ
こ
で
は
「
い
か
に
自
己
と
な
る
か
」
と
い
う
主
体
的
真
理
を
探
求
す
る
「
二
つ
の
道
」
、
「
A
と
B
」
（
ま
さ
に
ソ

ク
ラ
テ
ス
と
イ
エ
ス
）
が
鋭
く
対
比
さ
れ
ま
す
。
即
ち
、
A
は
ギ
リ
シ
ャ
的
な
「
想
起
」
（
〉
富
ヨ
昌
Φ
。
。
δ
内
在
性
・
宗
教
性
A
）
と
、
B
は

キ
リ
ス
ト
教
的
な
「
瞬
間
」
（
諺
口
o
q
Φ
づ
び
膏
閃
超
越
・
宗
教
性
B
）
の
立
場
で
す
。
こ
の
「
瞬
間
」
と
は
、
こ
れ
ま
で
存
在
し
た
こ
と
も
な

い真
理
（
永
遠
）
が
時
間
の
中
へ
突
入
す
る
出
来
事
（
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
出
現
）
で
す
が
、
「
思
考
の
実
験
」
の
ゆ
え
に
既
成
の
神
学

的
術
語
は
拒
否
さ
れ
て
、
「
絶
対
的
逆
説
」
（
勺
母
巴
o
拷
）
と
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
の
逆
説
は
、
「
自
己
に
考
え
得
ら
れ
ぬ
何
か
を
発
見
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

と
す
る
思
惟
の
激
情
（
勺
9
曄
o
の
）
」
に
課
せ
ら
れ
、
実
存
の
超
越
的
次
元
（
1
1
「
神
と
人
間
と
の
絶
対
的
差
異
」
）
に
撞
着
す
る
人
間
理
性
の

自
己
矛
盾
を
露
わ
に
し
ま
す
。
こ
こ
に
は
カ
ン
ト
の
理
性
や
へ
ー
ゲ
ル
の
思
弁
へ
の
批
判
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
逆
説
（
絶
対
差
異
）

は
、
「
一
つ
の
詩
的
な
試
み
」
（
第
二
章
）
と
し
て
次
の
よ
う
に
も
語
ら
れ
ま
す
。
「
か
つ
て
、
神
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
民
族
が
い
た
、
こ

の

民
族は
、
神
を
見
る
も
の
は
死
ぬ
と
考
え
た
。
誰
が
こ
の
憂
い
に
ま
つ
わ
る
矛
盾
を
解
く
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
自
ら
を

顕わ
さ
ぬ
こ
と
は
愛
自
身
の
死
で
あ
り
、
だ
が
自
ら
を
顕
わ
す
こ
と
は
愛
す
る
者
の
死
と
な
る
か
ら
で
あ
る
」
（
同
上
、
八
六
頁
）
と
。
こ

の

何
ほど
か
、
レ
ギ
ー
ネ
体
験
を
映
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
根
本
矛
盾
が
、
「
逆
説
」
の
深
淵
を
な
す
の
で
す
。

　そ
し
て
『
後
書
』
の
結
び
で
は
、
「
キ
リ
ス
ト
教
」
と
は
「
教
説
」
（
お
し
え
）
で
は
な
く
、
こ
の
逆
説
を
根
底
と
す
る
「
実
存
伝
達
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
さ

（国臥
ω
8
自
8
捧
巴
ロ
昌
o
q
）
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
驚
く
べ
き
洞
察
が
な
さ
れ
ま
す
。
実
存
は
伝
達
（
睦
存
在
贈
与
）
で
あ
り
、
こ
の
実
存

伝
達は
、
『
後
書
』
の
結
び
（
第
二
部
第
二
編
第
四
章
第
二
節
）
の
「
問
題
そ
の
も
の
」
と
し
て
、
「
諦
念
・
苦
悩
・
負
い
目
」
と
深
化
す



る
「
激
情
的
な
も
の
」
（
α
P
ω
勺
9
巳
P
Φ
賦
ω
O
げ
Φ
）
1
1
〈
内
在
的
宗
教
性
A
＞
と
の
対
比
に
お
い
て
、
「
弁
証
法
的
な
も
の
」
（
9
の
U
巨
Φ
犀
け
凶
ω
。
冨
）
1
1

〈逆
説的
宗
教
性
B
＞
と
し
て
論
究
さ
れ
て
い
ま
す
。
A
を
前
提
し
な
が
ら
A
を
突
破
す
る
B
は
、
ま
さ
し
く
「
伝
達
」
と
し
て
実
存
の
超

越的
次
元
の
「
表
現
」
と
な
る
わ
け
で
す
。
即
ち
、
A
か
ら
B
へ
の
徹
底
・
突
破
は
、
同
時
に
B
か
ら
A
へ
の
伝
達
・
表
現
と
な
る
の
で

す
。
こ
の
「
A
と
B
の
相
即
連
関
」
こ
そ
が
、
武
藤
先
生
の
「
宗
教
哲
学
」
の
根
本
主
題
に
な
り
ま
す
。

二
、
「
宗
教
性
B
」
の
「
自
己
」
の
深
淵

　ク
リ
マ
ク
ス
の
『
後
書
』
が
仮
名
著
作
群
の
「
完
結
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
頃
に
、
コ
ル
サ
ー
ル
事
件
が
起
こ
り
、
現
代
文
明
の
「
水

平化
」
の
只
中
で
、
ま
さ
に
か
の
「
自
己
」
（
1
1
単
独
者
）
へ
の
問
い
が
新
た
に
転
回
さ
れ
て
、
高
次
の
仮
名
著
者
ア
ン
テ
ィ
ー
ー
ク
リ
マ
ク

ス

（下降
す
る
梯
子
）
に
よ
る
『
死
に
至
る
病
』
が
打
ち
出
さ
れ
ま
す
。
そ
の
冒
頭
に
「
人
間
と
は
精
神
で
あ
る
。
精
神
と
は
何
で
あ
る

か
。
精
神
と
は
自
己
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
、
そ
の
「
自
己
」
（
永
遠
な
る
も
の
）
の
病
こ
そ
が
「
絶
望
」
で
あ
り
、
死
よ
り
も
畏
れ
る
べ

き
「
死
に
至
る
病
」
と
言
う
の
で
す
。
こ
の
絶
望
に
は
、
通
常
の
知
的
理
解
を
擾
ね
付
け
る
よ
う
な
、
「
人
間
が
人
間
と
し
て
は
知
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　

の出
来
な
い
悲
惨
の
発
見
」
と
い
う
矛
盾
構
造
が
あ
り
ま
す
。
絶
望
の
自
覚
は
既
に
逆
説
（
勺
母
巴
o
図
）
で
す
。
絶
望
し
て
、
自
己
自
身
か

ら
逃
走
す
る
弱
さ
の
絶
望
だ
け
で
な
く
、
本
来
的
形
態
と
し
て
「
絶
望
し
て
自
己
自
身
で
あ
ろ
う
と
欲
す
る
強
情
」
（
強
さ
の
絶
望
）
が
あ

り
、
そ
の
自
己
矛
盾
的
苦
悩
か
ら
「
自
己
」
の
超
越
的
次
元
が
逆
照
（
証
）
さ
れ
ま
す
。

　
こ
こ
に
は
「
自
己
」
の
次
元
の
驚
く
べ
き
転
換
（
A
か
ら
B
へ
の
）
が
あ
る
わ
け
で
す
。

　即
ち
「
自
己
と
は
自
己
自
身
に
関
係
す
る
関
係
で
あ
る
」
と
共
に
、
「
全
関
係
を
描
定
し
た
絶
対
他
者
へ
の
関
係
」
で
あ
り
ま
す
。
自
己

武藤
一
雄
先
生
の
「
新
し
い
宗
教
哲
学
」
に
つ
い
て
（
森
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一



二
二

関
係
の
根
底
に
は
超
越
の
深
淵
が
あ
る
の
で
す
。
「
自
己
自
身
に
関
係
し
、
自
己
自
身
で
あ
ろ
う
と
欲
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
自
己
は
、
自

己を
措
定
し
た
力
の
内
に
、
透
明
に
自
己
を
根
拠
づ
け
る
」
（
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
、
同
上
二
一
頁
）
と
い
う
定
式
が
、
絶
望
を
克
服
し
た
「
自

己
」
（
1
1
信
仰
）
の
定
義
と
さ
れ
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
自
己
が
「
自
己
で
あ
る
」
自
由
は
、
眩
量
（
不
安
）
を
起
こ
す
よ
う
な
高
さ
と
深

さ
を
帯
び
る
と
共
に
、
「
自
己
と
な
る
」
実
存
問
題
は
無
限
の
重
み
を
孕
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
自
己
の
具
体
性
は
実
存
運
動
の
具
体
性
で

す
。
そ
こ
に
は
、
自
己
か
ら
出
て
ゆ
く
方
向
（
可
能
性
・
無
限
性
）
と
、
自
己
へ
帰
向
す
る
方
向
（
必
然
性
・
有
限
性
）
と
の
矛
盾
的
相

即
が存
し
、
双
方
向
の
分
裂
が
、
各
々
、
自
己
喪
失
（
可
能
性
の
絶
望
）
と
自
己
執
着
（
必
然
性
の
絶
望
）
と
い
う
二
重
の
病
（
危
機
）

と
し
て
究
明
さ
れ
ま
す
。

　こ
の
絶
望
は
、
「
神
の
前
に
」
と
い
う
根
源
規
定
に
照
ら
し
て
、
「
罪
」
と
規
定
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
「
罪
の
自
覚
」
に
も
人
間
の
内
在

的
な
知
情
意
を
超
え
た
矛
盾
構
造
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
自
覚
は
あ
く
ま
で
「
神
の
啓
示
」
（
瞬
間
）
に
よ
る
の
で
す
が
、
翻
っ
て
見
ま
す
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　

例え
ば
西
田
幾
多
郎
は
、
こ
の
逆
説
（
絶
対
矛
盾
）
は
「
我
々
の
自
覚
的
自
己
の
根
本
的
事
実
」
、
「
自
己
成
立
の
根
本
的
事
実
」
に
他
な

ら
な
い
と
言
い
ま
す
。
西
田
は
、
『
死
に
至
る
病
』
を
丸
ご
と
要
約
し
た
「
実
践
哲
学
序
論
」
と
い
う
論
文
の
中
で
、
「
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル

がキ
リ
ス
ト
教
的
信
仰
の
特
徴
と
し
て
掲
げ
る
「
汝
の
側
に
立
つ
も
の
が
神
で
あ
る
」
と
い
う
神
人
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
も
、
単
に
キ
リ
ス

ト
教
的
信
仰
の
特
徴
で
は
な
く
し
て
、
実
は
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
と
し
て
歴
史
的
世
界
成
立
の
根
本
的
事
実
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

此
処
に

哲学
と
宗
教
と
の
根
本
的
事
実
に
お
い
て
の
一
致
が
あ
る
の
で
あ
る
」
（
西
田
、
同
上
、
一
〇
巻
、
＝
＝
頁
）
と
い
う
驚
く
べ
き

言
葉を
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
の
西
田
の
見
方
は
、
「
A
か
B
か
」
の
区
別
を
破
る
見
方
に
な
る
で
し
ょ
う
が
、
武
藤
先
生
の
後
期
の
転
回
を

見
た
い
と
思
い
ま
す
。



三
、
「
宗
教
哲
学
」
の
「
新
し
い
可
能
性
」
と
は
？
・

　
武
藤
先
生
は
、
『
神
学
と
宗
教
哲
学
と
の
間
』
に
お
い
て
、
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
「
宗
教
哲
学
」
と
し
て
、
宗
教
性
A
と
B
の
関
係
を
正

面
から
掘
り
下
げ
て
い
か
れ
ま
す
。
「
宗
教
性
A
と
は
、
普
遍
的
宗
教
性
に
ほ
か
な
ら
ず
、
ま
た
そ
れ
は
永
遠
の
内
在
と
い
う
内
在
主
義
に

．

究
極
す
る
も
の
で
あ
る
」
が
、
「
宗
教
性
B
の
立
場
は
、
な
に
よ
り
も
『
内
在
性
と
の
断
絶
』
（
切
毎
。
け
巨
け
α
興
H
目
ヨ
き
Φ
u
N
）
に
お
い
て

成
り
立
つ
」
（
一
二
九
頁
）
と
さ
れ
ま
す
。
B
は
、
A
の
実
存
深
化
の
内
面
性
を
前
提
す
る
が
、
「
単
に
内
在
的
自
己
の
連
続
深
化
で
は
な

く
て
、
信
仰
の
対
象
で
あ
る
絶
対
逆
説
と
し
て
の
神
人
キ
リ
ス
ト
に
対
応
す
る
『
逆
説
的
内
面
性
』
で
あ
る
」
（
二
二
〇
頁
）
と
言
わ
れ
ま

す
。
A
は
、
B
の
前
提
に
し
て
、
B
の
否
定
に
よ
り
止
揚
さ
れ
る
が
、
何
ら
か
の
意
味
で
肯
定
さ
れ
る
よ
う
な
、
「
非
連
続
の
連
続
」
（
一

三
一
頁
）
を
な
す
地
盤
で
あ
る
と
構
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
生は
、
こ
の
宗
教
性
A
・
B
連
関
を
土
台
に
し
て
、
近
現
代
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
実
に
彪
大
で
複
雑
な
問
題
群
を
吟
味
さ
れ
て
ゆ

き
ま
す
。
当
時
「
宗
教
性
B
」
の
悪
し
き
極
端
化
と
も
い
え
る
バ
ル
ト
神
学
の
「
神
学
主
義
」
と
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ヘ
ル
等
従
来
の
内

在的
な
宗
教
哲
学
の
「
宗
教
主
義
」
と
の
鮮
や
か
な
対
比
・
批
判
な
ど
を
は
じ
め
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
弁
証
論
、
ト
レ
ル
チ
の
歴
史
主
義
、

ブ

ルト
マ
ン
の
非
神
話
化
と
ク
ル
マ
ン
の
救
済
史
、
パ
ウ
ロ
の
神
秘
主
義
や
ル
タ
ー
の
「
隠
さ
れ
た
神
」
等
、
次
々
と
論
究
を
極
め
て
い

か
れま
す
。
そ
こ
に
は
一
貫
し
て
、
先
生
の
宗
教
哲
学
が
、
い
わ
ば
「
A
と
B
と
の
逆
説
的
統
合
」
を
目
指
す
「
高
次
の
実
在
主
義
」
と

し
て
、
「
真
に
超
越
的
な
霊
的
実
在
を
『
キ
リ
ス
ト
に
あ
っ
て
』
生
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
証
し
す
る
」
（
一
四
一
頁
）
と
い
う
「
信
仰
神
秘

主義
」
の
方
向
で
探
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
では
後
期
の
『
宗
教
哲
学
の
新
し
い
可
能
性
』
の
「
新
し
さ
」
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
　
晩
年
の
先
生
は
、
日
本
人
キ
リ
ス

武藤
一
雄
先
生
の
「
新
し
い
宗
教
哲
学
」
に
つ
い
て
（
森
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三



二
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ア
　

ト
者
が
抱
く
「
排
他
的
自
己
優
越
性
の
意
識
」
（
二
九
頁
）
を
厳
し
く
糾
弾
さ
れ
、
日
本
の
宗
教
的
伝
統
、
特
に
仏
教
（
禅
）
と
触
れ
合
う

こ
と
で
、
逆
に
、
「
福
音
信
仰
の
自
覚
」
（
三
〇
頁
）
を
深
め
る
べ
き
こ
と
を
力
説
さ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
所
謂
「
キ
リ
ス
ト
教
の
土
着
化
」

に
つ
い
て
も
、
こ
れ
は
、
「
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
西
洋
的
形
態
を
離
脱
し
て
、
真
に
日
本
人
で
あ
り
或
い
は
東
洋
人
で

あ
る
わ
れ
わ
れ
自
身
に
深
く
内
在
的
生
命
的
な
も
の
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
で
あ
る
」
（
二
七
頁
）
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ

こ
に
は
何
か
新
し
い
内
在
性
・
生
命
性
と
し
て
の
宗
教
性
A
へ
の
希
求
と
問
い
か
け
が
予
感
さ
れ
ま
す
。
単
純
化
し
て
言
え
ば
、
A
か
ら

B
へ
の
「
上
昇
的
」
探
求
の
徹
底
が
、
同
時
に
、
B
か
ら
A
へ
の
「
下
降
的
」
表
現
と
し
て
「
A
の
変
容
」
を
喚
起
す
る
の
か
も
し
れ
ま

せん
。
先
生
は
、
「
A
そ
の
も
の
が
、
大
い
な
る
疑
問
符
に
化
し
て
」
「
？
」
と
し
て
の
A
、
「
A
（
？
）
」
と
記
し
ま
す
。
し
か
し
同
時
に

「そ
こ
に
は
、
い
わ
ば
、
B
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
が
、
そ
の
B
的
性
格
に
徹
す
べ
き
で
あ
る
と
と
と
も
に
、
さ
ら
に
そ
の
B
的
性
格
を
も

突
破
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
」
（
一
四
頁
）
と
さ
れ
、
こ
の
方
向
に
「
A
（
？
・
）
」
と
し
て
の
「
新
し
い
宗
教
哲

学
の

可能
性
」
が
予
感
さ
れ
、
そ
の
背
後
に
「
生
命
的
基
盤
」
と
し
て
「
A
的
な
臼
誘
餓
ω
o
げ
Φ
ω
い
Φ
げ
魯
」
（
一
八
頁
）
が
既
に
潜
ん
で
い
る

と
言
わ
れ
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
、
人
間
の
内
在
的
な
宗
教
性
（
A
）
に
大
き
な
疑
問
符
（
？
）
が
か
け
ら
れ
る
の
は
、
勿
論
、
現
代
技
術
文
明
を
貫
く
ニ

ヒ
リ
ズ
ム
に
直
面
し
て
、
従
来
の
「
宗
教
性
」
（
「
人
間
の
自
然
的
資
質
」
等
）
が
破
綻
し
た
こ
と
に
も
よ
り
ま
す
が
、
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、

「東
洋的
な
無
の
宗
教
」
（
禅
）
と
の
濯
遁
・
対
話
を
通
し
て
、
「
有
」
的
な
「
宗
教
心
」
を
超
え
出
た
試
み
の
た
め
で
あ
り
、
根
源
的
に
は

「
宗
教
的
人
聞
」
（
げ
o
導
o
邑
醒
o
ω
口
ω
）
の
「
宗
教
心
」
へ
の
新
た
な
問
い
直
し
に
な
る
の
で
す
。
西
田
も
「
宗
教
心
は
、
神
又
は
仏
の
呼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
　

声
」
、
「
自
己
成
立
の
根
源
か
ら
で
あ
る
」
と
言
い
ま
す
が
、
武
藤
先
生
も
、
次
の
如
き
重
要
な
見
解
を
述
べ
ら
れ
ま
す
。

　
「
人
間
に
お
け
る
『
宗
教
心
』
の
所
在
は
、
単
に
内
在
的
で
も
な
く
、
ま
た
単
に
超
越
的
で
も
な
い
。
そ
こ
に
は
恐
ら
く
、
内
在
と
か
超



越
の

対
立を
越
え
た
も
の
、
内
在
的
で
あ
り
な
が
ら
、
し
か
も
内
在
的
な
も
の
を
全
く
内
に
超
え
た
も
の
、
し
か
も
そ
れ
は
超
越
的
な
も

の

がそ
れ
自
身
を
越
え
て
真
に
内
在
的
と
な
っ
た
も
の
、
と
い
う
意
味
が
無
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し

て
、
A
は
B
の
否
定
に
さ
ら
さ
れ
て
A
（
？
）
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
B
的
性
格
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
諸宗
教
間
の
∪
凶
巴
o
o
q
o
ω
を
と
お
し
て
の
国
o
日
o
δ
ゆ
q
o
ω
の
追
求
と
し
て
、
宗
教
哲
学
の
新
し
い
可
能
性
の
追
求
で
あ
ら
ざ
る
を
え
な
い
」

と
。
そ
う
す
る
と
、
い
わ
ば
禅
仏
教
も
「
B
的
」
で
あ
り
、
「
そ
れ
」
（
国
ω
）
な
ら
ぬ
「
汝
」
（
U
ロ
）
な
ら
ば
、
「
∪
巨
o
ぴ
q
o
ω
の
根
抵
に
は
、

不
可
測な
国
o
ヨ
o
δ
ゆ
q
o
ω
が
あ
り
、
我
と
汝
と
の
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
が
あ
る
」
（
二
〇
頁
）
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
こ
こ
に
は
い
わ
ば
「
不

立
文字
・
教
外
別
伝
」
的
な
「
沈
黙
」
の
地
盤
と
し
て
、
何
か
「
霊
性
的
生
命
」
が
看
取
さ
れ
ま
す
。
ま
た
「
霊
に
あ
る
」
・
「
キ
リ
ス
ト

に
あ
る
」
と
い
う
「
パ
ウ
ロ
の
神
秘
主
義
は
、
神
秘
主
義
A
で
は
な
く
し
て
、
信
仰
神
秘
主
義
、
キ
リ
ス
ト
神
秘
主
義
、
終
末
論
的
神
秘

主義
と
し
て
、
い
わ
ば
神
秘
主
義
B
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
、
「
そ
こ
に
パ
ウ
ロ
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
B
的
な
も
の
に
徹
し
な
が
ら
、
そ

れを
越
え
る
A
的
な
も
の
、
い
な
む
し
ろ
A
（
？
）
に
つ
な
が
る
も
の
を
認
識
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
認
識
を
可
能
に
す
る
見
地
は
、
宗
教
哲
学
の
新
し
い
可
能
性
を
追
求
す
べ
き
新
し
い
宗
教
哲
学
的
見
地
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
二
五

頁
）
と
方
向
付
け
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

四
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
「
無
」
の
思
想
と
「
内
在
的
超
越
」
の
徹
底

　
論
文

「キ
リ
ス
ト
教
と
無
の
思
想
」
で
は
、
東
洋
の
「
無
」
の
宗
教
（
禅
）
と
「
触
れ
合
う
点
」
（
三
〇
頁
）
を
予
感
し
つ
つ
、
ま
た
西

田
や
西
谷
先
生
の
「
宗
教
哲
学
」
へ
の
共
感
も
込
め
て
、
主
と
し
て
「
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
無
の
思
想
」
（
五
〇
頁
）
、
特
に
「
無
の
積

武藤
一
雄
先
生
の
「
新
し
い
宗
教
哲
学
」
に
つ
い
て
（
森
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五



二
六

極的
意
義
」
（
四
三
頁
）
が
究
明
さ
れ
ま
す
。
宗
教
の
立
場
に
固
有
の
「
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
徹
底
即
止
揚
」
と
い
う
点
で
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の

「無
」
と
バ
ル
ト
の
「
虚
無
的
な
も
の
」
と
の
対
比
が
、
従
来
の
内
在
性
の
哲
学
（
A
）
の
枠
を
破
っ
た
問
題
と
し
て
論
究
さ
れ
ま
す
。
先

ず
「
虚
無
的
な
も
の
」
の
認
識
根
拠
が
超
越
的
で
あ
る
こ
と
が
、
聖
句
（
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
丁
五
）
の
「
悟
る
（
屏
魯
巴
鋤
ヨ
9
口
o
）
」
（
三
九

頁
）
を
踏
ま
え
て
、
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
ま
す
。
「
光
に
照
ら
さ
れ
て
闇
が
自
ら
を
闇
と
し
て
悟
る
こ
と
が
本
来
で
あ
る
よ
う
に
、
キ
リ
ス

ト
に
お
い
て
、
虚
無
的
な
も
の
が
、
す
な
わ
ち
自
己
が
そ
れ
で
あ
る
と
こ
ろ
の
真
相
が
、
し
か
も
自
己
が
自
己
を
越
え
た
と
こ
ろ
か
ら
ー

と
い
う
の
は
、
『
虚
無
的
な
も
の
』
は
、
自
己
の
う
ち
に
あ
っ
て
自
己
を
越
え
て
い
る
か
ら
1
真
に
顕
わ
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
」
（
三
九
頁
）
と
。
即
ち
「
『
虚
無
的
な
も
の
』
の
自
覚
は
、
真
に
自
己
自
身
の
自
覚
で
あ
り
な
が
ら
、
超
越
的
な
も
の
に
よ
る
自
覚
で

あ
り
、
ま
た
或
る
意
味
で
自
己
超
越
的
自
覚
で
あ
る
」
と
し
て
、
「
自
覚
の
自
己
超
越
性
と
か
脱
自
性
」
（
四
〇
頁
）
が
指
摘
さ
れ
ま
す
。

こ
こ
に
は
西
田
・
西
谷
へ
の
共
鳴
が
響
い
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
例え
ば
、
問
い
と
答
え
の
相
関
を
工
夫
す
る
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
神
学
自
体
が
、
「
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
克
服
」
を
目
指
し
な
が
ら
も
、
し
か
し
「
『
無
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

（口8
き
Φ
固
畠
）
が
、
な
お
克
服
さ
れ
る
べ
き
対
象
と
し
て
見
ら
れ
て
い
る
点
」
（
四
五
頁
）
が
払
拭
さ
れ
ず
、
そ
こ
で
は
、
自
己
が
「
無
に

な
り
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
」
、
「
無
を
超
え
る
と
い
う
意
味
は
、
充
分
に
考
え
ら
れ
て
い
な
い
」
（
四
五
頁
）
と
批
判
さ
れ
ま
す
。
「
無
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

積
極
性は
、
キ
リ
ス
ト
教
独
自
の
『
愛
の
わ
ざ
』
に
、
即
ち
「
自
分
の
よ
う
に
隣
り
人
を
愛
す
る
」
た
め
に
は
「
自
分
を
捨
て
る
」
と
い

う
「
逆
説
」
（
五
一
頁
）
に
こ
そ
看
取
さ
れ
ま
す
。
「
愛
の
働
き
は
、
自
己
を
超
え
、
自
己
を
空
し
う
す
る
無
の
働
き
」
で
あ
り
、
「
無
心
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

（
五
一
頁
）
と
さ
え
言
わ
れ
ま
す
が
、
根
本
的
に
は
「
か
え
っ
て
、
お
の
れ
を
む
な
し
う
し
て
（
＄
再
o
⇔
Φ
評
⑦
口
o
ω
Φ
昌
）
僕
の
か
た
ち
を
と
り
、

人間
の
姿
に
な
ら
れ
た
」
（
五
二
頁
、
ピ
リ
ピ
ニ
・
七
）
と
い
う
「
空
化
」
（
ケ
ノ
ー
シ
ス
訂
琴
ω
圃
ω
）
に
こ
そ
「
無
」
の
究
極
的
現
成
が
あ

り
、
後
で
見
る
「
内
在
的
超
越
」
の
根
源
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
西
田
も
、
「
何
庭
ま
で
も
相
対
的
に
、
自
己
自
身
を
翻
へ
す
所
に
、
真



　
　
　
　
　
あ
り

の絶
対
が
あ
る
」
と
言
い
ま
す
。

　
「
無
か
ら
の
創
造
」
の
思
想
は
、
「
神
の
絶
対
的
超
越
性
」
の
表
現
で
も
あ
り
、
西
谷
先
生
の
「
神
の
遍
在
」
の
思
想
（
絶
対
の
超
越
と

絶
対
の
内
在
が
表
裏
す
る
逆
説
）
と
結
合
し
て
、
先
生
は
、
人
間
に
と
っ
て
の
「
絶
対
否
定
と
絶
対
肯
定
の
転
換
」
（
六
三
頁
）
の
機
を
「
自

己に
死
し
神
に
生
き
る
」
信
仰
の
現
実
の
只
中
に
看
取
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
信
仰
と
は
、
自
己
が
砕
か
れ
、
「
空
し
い
自
己
が
破
れ
る
」
（
四

一頁
）
と
い
う
「
無
の
自
覚
」
で
す
。
こ
の
「
り
引
凶
O
げ
叶
ω
＜
O
H
∩
｝
O
け
け
」
は
、
「
自
己
が
無
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
無
か
ら
の
創
造
者
と
し
て

の神
に
よ
っ
て
真
に
新
し
く
創
造
さ
れ
る
こ
と
」
で
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
、
「
無
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
、
真
に
創
造
さ
れ
て
存
在
す
る

ー
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
第
二
の
創
造
で
あ
り
な
が
ら
、
原
初
的
創
造
の
根
源
に
帰
る
と
い
う
意
味
」
（
四
一
頁
）
で
、
「
い
わ
ば
自
己
の
本
来

の

面目
に
立
ち
帰
る
」
と
い
う
こ
と
に
す
ら
な
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
「
信
」
の
宗
教
と
「
覚
」
の
宗
教
と
の
差
異
を
底
に
超
え
る
よ
う
な

「人間
の
根
源
的
宗
教
性
」
（
六
四
頁
）
が
ま
さ
に
「
A
（
？
）
」
と
し
て
予
感
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
最後
に
、
先
生
の
A
か
ら
B
へ
の
探
求
の
徹
底
、
こ
れ
は
同
時
に
B
か
ら
A
へ
の
表
現
と
し
て
A
（
？
）
の
究
明
と
い
う
問
題
で
も
あ

り
ま
し
た
が
、
と
に
か
く
先
生
の
探
求
の
徹
底
化
の
証
と
し
て
、
講
演
論
文
「
宗
教
に
お
け
る
『
内
在
的
超
越
』
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
」

の中
の
、
「
隠
さ
れ
た
神
」
に
関
す
る
究
明
を
ご
く
簡
単
に
見
て
結
び
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　こ
れ
は
、
先
生
が
、
西
田
の
最
後
の
宗
教
論
（
『
場
所
的
論
理
と
宗
教
的
世
界
観
』
）
に
あ
る
「
内
在
的
超
越
の
キ
リ
ス
ト
」
ま
た
「
神

な
き
所
に
真
の
神
を
見
る
」
（
＝
巻
、
四
六
二
頁
）
と
い
う
主
題
を
真
摯
に
受
け
止
め
て
、
い
わ
ば
西
田
へ
の
応
答
と
し
て
、
ル
タ
ー
の

「
隠
さ
れ
た
神
」
（
H
）
Φ
d
［
ω
帥
げ
ω
O
O
口
臼
け
己
［
ω
）
の
究
明
に
よ
っ
て
、
ご
自
身
の
立
場
を
徹
底
さ
れ
た
試
み
で
す
。
先
生
は
、
「
そ
れ
は
む
ろ
ん
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

私
に
と
っ
て
、
（
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
か
ら
の
離
別
や
逸
脱
で
は
な
く
て
）
む
し
ろ
、
そ
れ
に
徹
底
的
に
内
在
的
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

れを
超
え
る
世
界
に
出
で
立
つ
と
い
う
こ
と
、
す
く
な
く
と
も
、
そ
こ
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
と
の
相
互
理
解
が
可
能
に
な
る

武藤
一
雄
先
生
の
「
新
し
い
宗
教
哲
学
」
に
つ
い
て
（
森
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



二
八

ごと
き
場
に
出
で
立
つ
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
（
強
調
　
原
文
＝
二
五
頁
）
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
の
「
世
界
」
や
「
場
」
に
は
西

田
の
「
無
の
場
所
」
の
浸
透
が
あ
り
そ
う
で
す
。

　
「
隠
さ
れ
た
神
」
（
】
）
Φ
賃
の
P
ぴ
ω
O
O
口
α
博
け
二
ω
）
と
い
う
思
想
は
、
「
極
く
簡
単
に
い
え
ば
、
神
は
そ
の
啓
示
に
お
い
て
も
な
お
何
処
ま
で
も
隠

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
」
（
一
三
入
頁
）
と
し
て
、
そ
こ
に
「
顕
わ
さ
れ
た
神
」
（
U
Φ
口
ω
掃
く
色
鉾
q
ω
）
と
の
相
関
関
係
を
超
え
た
「
神
貞

身
」
（
∪
窪
ω
甘
ω
ρ
∪
Φ
q
の
9
ω
Φ
）
の
深
淵
性
と
終
末
論
性
が
問
わ
れ
ま
す
。
即
ち
「
神
自
身
と
し
て
の
『
隠
さ
れ
た
神
』
は
、
『
顕
わ
さ
れ
た

神
』
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
と
の
媒
介
相
即
関
係
を
超
え
て
、
何
処
ま
で
も
終
末
論
的
に
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
一
四
三
頁
）
と

言う
の
で
す
。
所
謂
「
十
字
架
の
神
学
」
の
立
場
で
は
、
「
隠
さ
れ
た
神
」
と
「
顕
わ
さ
れ
た
神
」
は
相
即
的
で
あ
り
、
「
受
苦
の
キ
リ
ス

ト
に
お
い
て
、
顕
わ
さ
れ
た
神
が
同
時
に
隠
さ
れ
た
神
で
あ
り
、
栄
光
の
神
が
、
受
苦
の
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
、
隠
さ
れ
た
姿
で
自
己
を

顕わ
に
す
る
」
（
一
四
三
頁
）
と
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
も
、
「
恩
寵
の
光
」
に
よ
る
認
識
で
し
ょ
う
が
、
実
は
、
こ
れ
を
超
え
て
「
終
末
」
の

時
に
は
「
栄
光
の
光
」
に
照
ら
さ
れ
る
別
次
元
の
「
望
み
」
が
あ
り
、
「
そ
の
時
に
い
た
る
ま
で
は
」
神
は
、
や
は
り
何
処
ま
で
も
「
隠
さ

れた
神
」
に
と
ど
ま
る
と
さ
れ
ま
す
。
こ
の
「
啓
示
に
お
い
て
も
な
お
隠
さ
れ
た
神
」
に
対
応
し
て
、
「
世
界
も
人
間
も
、
そ
の
真
相
に
お

い
て隠
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て
、
「
隠
さ
れ
た
世
界
」
（
目
P
信
昌
山
口
ω
四
げ
ω
∩
O
H
F
α
一
ゴ
」
ω
）
、
「
隠
さ
れ
た
人
間
」
（
げ
o
白
o
陣
げ
ω
8
ロ
臼
ε
の
）
と
い
う
驚

く
べ
き
問
題
が
出
さ
れ
ま
す
（
一
四
〇
頁
）
。
即
ち
、
こ
こ
で
は
、
「
隠
さ
れ
た
神
」
の
絶
対
的
超
越
性
に
呼
応
し
て
、
「
我
々
自
身
も
我
々

自
身
に
隠
さ
れ
、
我
々
が
そ
こ
に
於
い
て
あ
る
世
界
自
身
も
世
界
自
身
に
隠
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
」
（
一
四
九
頁
）
、
或
い
は
こ
の
「
隠

れ
」
と
し
て
の
「
秘
義
が
一
層
秘
義
と
し
て
」
（
一
四
七
頁
）
深
く
な
る
「
秘
義
の
世
界
」
に
「
さ
す
ら
う
人
」
（
げ
0
8
0
≦
簿
O
同
）
に
し
て

「地
上
で
は

旅人
」
（
ヘ
ブ
ル
＝
・
＝
二
）
で
あ
る
我
々
自
身
に
と
っ
て
、
ま
さ
し
く
真
に
自
己
自
身
の
「
在
庭
の
問
題
」
（
一
一
巻
、
四

一
二頁
）
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
「
遍
歴
（
さ
す
ら
い
）
」
の
只
中
で
、
我
々
の
「
隠
さ
れ
た
自
己
」
も
真
に
自
覚
さ
れ
、



「
自
己
の
有
限
性
に
徹
す
る
こ
と
で
」
、
「
逆
対
応
的
に
」
「
絶
対
に
接
す
る
道
を
一
歩
一
歩
歩
む
」
（
一
四
八
頁
）
と
言
わ
れ
ま
す
。
キ
リ
ス

ト
教
も
、
自
身
の
枠
を
破
っ
て
、
ま
さ
に
、
何
処
ま
で
も
「
内
在
的
に
自
己
を
超
え
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
深
い
宗
教
的
生
命
の
場
所
へ
と

出
で
立
つ
と
言
う
の
で
す
。
そ
こ
は
世
界
を
包
む
「
無
の
場
所
」
に
し
て
「
聖
霊
の
遍
満
す
る
場
所
」
（
一
五
〇
頁
）
で
あ
る
と
先
生
は
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

わ
れ
ま
す
。
「
聖
霊
」
の
自
由
な
包
括
性
の
場
所
論
的
究
明
は
、
論
文
「
脚
下
照
顧
」
に
詳
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
西田
に
は
早
く
（
一
九
〇
四
年
）
か
ら
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
「
自
己
」
へ
の
共
鳴
が
あ
り
、
「
時
間
の
ア
ト
ム
で
は
な
く
、
永
遠
の
ア
ト

ム
」
と
し
て
、
ま
た
「
時
間
の
中
に
場
所
を
も
た
な
い
〈
苧
8
b
o
口
〉
（
非
・
場
所
）
」
と
し
て
の
「
瞬
間
」
（
絶
対
現
在
）
を
「
無
の
場
所
」

に
重
ね
る
発
想
が
看
取
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
究
明
は
今
後
の
課
題
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
武
藤
先
生
の
「
隠
さ
れ
た
自
己
」
の
「
遍

歴

（
さ
す
ら
い
）
」
と
い
う
提
言
に
触
れ
て
、
「
途
中
に
あ
っ
て
家
舎
を
離
れ
ず
、
家
舎
を
離
れ
て
途
中
に
あ
ら
ず
」
（
臨
済
）
と
い
う
禅
の

問
い
も
想
起
さ
れ
ま
す
が
、
「
解
釈
学
的
原
理
」
と
し
て
の
「
中
」
（
同
上
二
〇
〇
頁
）
の
究
明
の
結
び
で
、
こ
れ
に
も
言
及
さ
れ
て
お
ら

れ
、
感
慨
深
く
意
義
深
い
と
思
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
と
残
さ
れ
た
課
題
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
時
間
は
尽
き
た
よ
う
で
す
。
ま
と
ま
ら
な
い

話
でし
た
が
、
ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　　
註
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
巻
』
白
水
社
、
一
九
六
三
年
、
三
二
頁
。

＊
　
以
下
の
武
藤
一
雄
、
西
田
幾
多
郎
、
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
著
作
か
ら
　
　
　
（
3
）
　
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
「
哲
学
的
断
片
」
杉
山
好
訳
『
世
界
の
名
著
　
キ

　
の
引
用
に
際
し
て
は
、
適
宜
、
著
作
の
巻
数
又
頁
数
の
み
を
本
文
中
の
　
　
　
　
ル
ケ
ゴ
ー
ル
』
中
央
公
論
社
、
一
九
六
六
年
、
九
六
頁
。

括
弧内
に
記
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
ω
α
話
口
　
閑
一
Φ
蒔
①
α
q
ロ
葭
α
＼
Ω
①
累
巨
日
⑦
一
富
　
妻
①
降
゜
　
切
P
　
H
9

（
1
）
　
武
藤
一
雄
『
神
学
と
宗
教
哲
学
と
の
間
』
創
文
社
、
一
九
六
一
年
。
　
　
　
　
諺
げ
ω
o
匡
①
ω
器
民
Φ
暮
鼠
ω
ω
魯
ω
o
げ
睦
凶
。
冨
宕
β
。
o
冨
o
町
馨
N
q
画
窪

（
2
）
　
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
、
田
淵
義
三
郎
訳
『
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
著
作
集
　
第
　
　
　
　
　
娼
匡
o
ω
8
匡
ω
o
げ
雪
切
㎏
o
鼻
①
口
N
芝
①
博
8
『
↓
o
目
ψ
b
。
¶
ρ
O
げ
霞
ω
Φ
宙
け

武藤
一
雄
先
生
の
「
新
し
い
宗
教
哲
学
」
に
つ
い
て
（
森
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



三〇

　
＜8
即
ζ
．
｝
§
o
q
げ
碧
ω
－
国
口
o
q
Φ
口
U
凶
o
α
①
旨
冨
く
①
匡
曽
o
q
国
α
ぎ
H
O
朝
゜
。
°
　
　
　
　
九
四
九
年
、
四
〇
九
頁
。

（5
）
　
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
、
斎
藤
信
治
訳
『
死
に
至
る
病
』
岩
波
文
庫
、
一
　
　
　
（
9
）
　
武
藤
一
雄
『
宗
教
哲
学
の
新
し
い
可
能
性
』
創
文
社
、
一
九
七
四

　

九

八四
年
、
一
入
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
、
二
四
頁
。

（6
）
　
西
田
幾
多
郎
『
西
田
幾
多
郎
全
集
　
第
十
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
　
　
　
（
1
0
）
　
西
田
幾
多
郎
『
西
田
幾
多
郎
全
集
　
第
十
一
巻
』
岩
波
書
店
、
一

　
　
四
九
年
、
四
七
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
九
年
、
三
九
八
頁
。

（7
）
　
武
藤
一
雄
『
宗
教
哲
学
の
新
し
い
可
能
性
』
創
文
社
、
一
九
七
四
　
　
　
（
1
1
）
　
武
藤
一
雄
『
神
学
的
・
宗
教
哲
学
的
論
集
H
』
創
文
社
、
一
九
八

　
年
、
二
〇
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
年
、
＝
八
頁
。

（8
）
　
西
田
幾
多
郎
『
西
田
幾
多
郎
全
集
　
第
十
一
巻
』
岩
波
書
店
、
一’


